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１　安全管理について
⑴　生徒の健康管理の把握
　生徒自身が、日頃から自己の健康管理について関心や意識を持ち、適度な休養と栄養
の補給に留意するよう指導しましょう。また、体調不良の生徒には、その旨を申し出る
よう指導し、適切な処置等を行います。新入部員に対しては特に配慮しましょう。

⑵　個人の能力に応じた指導
　運動部活動においては、指導者が生徒の判断力・技能を適切に把握し、これに応じた
指導が行われることで、事故の防止につながります。
　特に、激しい身体活動を伴う競技を実施する場合、指導者が生徒の健康状態や技能・
体力等を把握し、疲労が見られたり技能が未熟だったりする場合には、練習への参加や
試合への出場を見合わせるなど、生徒の安全に配慮するよう心掛けましょう。
　また、相手と激しく接触したり衝突したりすることが多い競技では、相手と技能・体
力等に差があればあるほど危険性が増大すると考えられることから、相手チームや選手
の実力にも注意を払う必要があります。

⑶　練習環境の整備
　使用する設備・器具・用具については、点検項目を作成し、定期的に点検し必要に応
じて補修を行いましょう。また、生徒が使用する前には設備・器具・用具の正しい使用
方法と内在する危険性について理解させ、事故が起きないよう常に注意して使用するよ
う指導しましょう。
　可動式の運動器具（例えばサッカーやハンドボールのゴールなど）は、必ず固定し、
転倒を防止するよう留意しましょう。

第６章　　安全管理と事故防止
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⑷　ヒヤリ・ハット事例の共有
　ハインリッヒの法則では、１件の重大な事故・災害の背後には29の軽微な事故があり、
その背景には「ヒヤリ」としたり「ハット」したりするような 300 の出来事が存在す
るといわれています。
　大事故は、偶発的に起こるものではありません。日常の「ヒヤリとする体験」や「ハッ
とする出来事」は、いずれ大きな事故につながる前兆であることを理解し、このような
体験や出来事があった場合はそのままにせず、何らかの対策を講じておく必要がありま
す。
　また、日頃からヒヤリ・ハット事例を記録し、学校内や研修等において、事例を出し
合い共有することもリスクマネジメントの観点からは大切なことです。
〈図解：ハインリッヒの法則〉

２　事故防止について
⑴　天候や気象を考慮した指導
　気温・温度・輻射熱等に応じ十分な水分補給や休息時間を確保するとともに、生徒が
活動中に気分が悪くなった時には必ず申し出るよう徹底させ、体調の変化に留意しなが
ら適切な指導に努めましょう。また、急激な天候の変化（雷、大雨等）に備え、気象庁
が発表する気象警報を確認し、危険と判断される場合には、活動を停止させ、安全な場
所に避難させるなど、適切な対応をする必要があります。

⑵　熱中症の予防
　熱中症は、気温・湿度などの環境条件を把握し、それに応じた運動・水分補給・休憩
をとることや生徒の健康観察、健康管理を徹底することによって防止することができま
す。また、万が一発症した場合でも、必要な処置を迅速に実施することにより回復でき
る疾病です。特に高温・多湿時においては、「熱中症予防情報サイト」（環境省のホーム
ページ）や「熱中症予防運動指針」（公益財団法人日本スポーツ協会）等を参考に、運
動の実施を判断することが必要です。

「１件」の
　重大な災害・事故

「29件」の
　軽微な災害・事故

「300件」の
　「ヒヤリ・ハット」300

29

１
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　環境省では、熱中症を未然に防止するため、「環境省熱中症予防情報サイト」を運用し、
全国約 840地点における暑さ指数（ＷＢＧＴ）の実況値・予測値等、熱中症予防情報の提
供を行っています。
・実況値：現在の暑さ指数（ＷＢＧＴ）
・予測値：今日・明日・明後日（深夜０時まで）の３時間毎の暑さ指数（ＷＢＧＴ）

○環境省熱中症予防情報サイト（http://www.wbgt.env.go.jp）

熱中症予防情報
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【熱中症予防の原則】
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出典：独立行政法人日本スポーツ振興センター
学校災害防止調査研究委員会
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⑶　事故発生時の対応について
　事故発生時は、とにかく慌てず冷静に対処し、事故現場に負傷者以外の人がいれば、
状況に応じてＡＥＤの確保や協力者・救急車の要請等を行い、可能な限り負傷者から目
を離さずに処置を施しましょう。大したことはないという判断であっても、頭部や頸部、
顔面の負傷については慎重な対応が必要であり、試合中等でも終了を待たずに早急に医
療機関に搬送しましょう。
　経験豊かな指導者であっても診断はできないことから、頭部や正中線に関わる事故に
ついては、事故発生の時点で異常が認められなくても救急車の要請も視野に入れ、早急
に医師の診断を受けさせる必要があります。
　校外での練習や合宿等では、緊急時の対応が取れるよう医療機関等を事前に調べ、管
理職や保護者にも連絡が確実に取れるよう十分な準備を行ってください。大会の役員等
を兼ねる場合であっても、他の生徒や卒業生等に対応を委ねることなく、引率者として
の立場を最優先しなければなりません。その際、「いつ、どこで、だれが、どうなったか」
という事実関係や教職員が生徒を助けるために、「いつ、だれが、どのように動いたか」
を明確に記録することも必要です。

⑷　事故等情報の共有
　学校事故については、過去の事例を参考に未然防止に努めると良いでしょう。過去の
事例については、下記の情報サイトから確認できます。
→日本スポーツ振興センター（学校安全web）：https://www.jpnsport.go.jp/anzen/
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【一次救命処置の手順】

（日本赤十字社提供）
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